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世界一、安全にお産ができる国、それは今の日本！世界一、安全にお産ができる国、それは今の日本！世界一、安全にお産ができる国、それは今の日本！世界一、安全にお産ができる国、それは今の日本！

＊妊産婦死亡＊妊産婦死亡＊妊産婦死亡＊妊産婦死亡

・１９５０（昭和２５）年・１９５０（昭和２５）年・１９５０（昭和２５）年・１９５０（昭和２５）年 ⇒⇒⇒⇒ （年間（年間（年間（年間 4,1174,1174,1174,117人）人）人）人）

（病院（病院（病院（病院2.92.92.92.9％、診療所％、診療所％、診療所％、診療所1.11.11.11.1％、助産所％、助産所％、助産所％、助産所0.50.50.50.5％、％、％、％、

自宅・その他自宅・その他自宅・その他自宅・その他95.495.495.495.4％）％）％）％）

・２０１０（平成２２）年・２０１０（平成２２）年・２０１０（平成２２）年・２０１０（平成２２）年 ⇒⇒⇒⇒ （年間（年間（年間（年間 ４５人）４５人）４５人）４５人）

（病院（病院（病院（病院51.851.851.851.8％、診療所％、診療所％、診療所％、診療所47.147.147.147.1％、助産所％、助産所％、助産所％、助産所0.90.90.90.9％、％、％、％、

自宅・その他自宅・その他自宅・その他自宅・その他0.20.20.20.2％）％）％）％）

＊周産期死亡＊周産期死亡＊周産期死亡＊周産期死亡

・１９５０（昭和２５）年・１９５０（昭和２５）年・１９５０（昭和２５）年・１９５０（昭和２５）年 ⇒⇒⇒⇒ 年間年間年間年間 １０万人以上と推測１０万人以上と推測１０万人以上と推測１０万人以上と推測

・２０１０（平成２２）年・２０１０（平成２２）年・２０１０（平成２２）年・２０１０（平成２２）年 ⇒⇒⇒⇒ 年間年間年間年間 4,5154,5154,5154,515人人人人

＊１９６０（昭和３５）年ころを境に施設分娩に移行した＊１９６０（昭和３５）年ころを境に施設分娩に移行した＊１９６０（昭和３５）年ころを境に施設分娩に移行した＊１９６０（昭和３５）年ころを境に施設分娩に移行した

（母子保健の主なる統計より）（母子保健の主なる統計より）（母子保健の主なる統計より）（母子保健の主なる統計より）



諸外国の妊産婦死亡率諸外国の妊産婦死亡率諸外国の妊産婦死亡率諸外国の妊産婦死亡率

（平成（平成（平成（平成21212121年度：出生年度：出生年度：出生年度：出生10101010万対）万対）万対）万対）
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４．２４．２４．２４．２



諸外国の新生児死亡率諸外国の新生児死亡率諸外国の新生児死亡率諸外国の新生児死亡率

（平成２１年度：出生千対）（平成２１年度：出生千対）（平成２１年度：出生千対）（平成２１年度：出生千対）
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１．１１．１１．１１．１



出生数の年次推移出生数の年次推移出生数の年次推移出生数の年次推移
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2,337,507

1,070,035



母体年齢別の出産数の推移母体年齢別の出産数の推移母体年齢別の出産数の推移母体年齢別の出産数の推移
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2003200320032003年以降出産のピークは年以降出産のピークは年以降出産のピークは年以降出産のピークは30303030～～～～34343434歳に移動歳に移動歳に移動歳に移動



医師数の年次推移医師数の年次推移医師数の年次推移医師数の年次推移（％（％（％（％changechangechangechange））））
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大田区内での分娩取扱状況大田区内での分娩取扱状況大田区内での分娩取扱状況大田区内での分娩取扱状況

（４病院２診療所：（４病院２診療所：（４病院２診療所：（４病院２診療所：2012201220122012年年年年5555月月月月20202020日現在）日現在）日現在）日現在）

7



医療関係訴訟事件の新受件概数医療関係訴訟事件の新受件概数医療関係訴訟事件の新受件概数医療関係訴訟事件の新受件概数（（（（全科全科全科全科とととと産婦人科産婦人科産婦人科産婦人科））））

8

794

1,110

S40S40S40S40年代：１００件台。５０年代２００件台。６０年代３００件台。年代：１００件台。５０年代２００件台。６０年代３００件台。年代：１００件台。５０年代２００件台。６０年代３００件台。年代：１００件台。５０年代２００件台。６０年代３００件台。H6H6H6H6年５００件台。年５００件台。年５００件台。年５００件台。H15H15H15H15年年年年1,0001,0001,0001,000件台件台件台件台



医事関係訴訟（医療訴訟）の診療科目別既済件数（地裁）医事関係訴訟（医療訴訟）の診療科目別既済件数（地裁）医事関係訴訟（医療訴訟）の診療科目別既済件数（地裁）医事関係訴訟（医療訴訟）の診療科目別既済件数（地裁）

診療科診療科診療科診療科 2008200820082008年年年年 2009200920092009年年年年 2010201020102010年年年年

内科内科内科内科 ２２８２２８２２８２２８ ２２９２２９２２９２２９ ２３７２３７２３７２３７

小児科小児科小児科小児科 ２２２２２２２２ ２２２２２２２２ ２２２２２２２２

精神科精神科精神科精神科 ３０３０３０３０ ３３３３３３３３ ２９２９２９２９

皮膚科皮膚科皮膚科皮膚科 ９９９９ １０１０１０１０ １７１７１７１７

外科外科外科外科 １８０１８０１８０１８０ １６５１６５１６５１６５ １４２１４２１４２１４２

整形外科整形外科整形外科整形外科 １０８１０８１０８１０８ １０５１０５１０５１０５ １０５１０５１０５１０５

形成外科形成外科形成外科形成外科 １８１８１８１８ １９１９１９１９ ２４２４２４２４

泌尿器科泌尿器科泌尿器科泌尿器科 １８１８１８１８ ２２２２２２２２ ９９９９

産婦人科産婦人科産婦人科産婦人科 ９９９９９９９９ ８４８４８４８４ ８９８９８９８９

眼科眼科眼科眼科 ２７２７２７２７ ２３２３２３２３ ２４２４２４２４

耳鼻咽喉科耳鼻咽喉科耳鼻咽喉科耳鼻咽喉科 １９１９１９１９ １９１９１９１９ １６１６１６１６

歯科歯科歯科歯科 ７０７０７０７０ ７１７１７１７１ ７２７２７２７２

麻酔科麻酔科麻酔科麻酔科 ８８８８ ４４４４ ６６６６

その他その他その他その他 １１９１１９１１９１１９ １１６１１６１１６１１６ １０４１０４１０４１０４

合計合計合計合計 ９５５９５５９５５９５５ ９２２９２２９２２９２２ ８９６８９６８９６８９６
（最高裁公表）（最高裁公表）（最高裁公表）（最高裁公表）
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わが国の周産期医療の現状わが国の周産期医療の現状わが国の周産期医療の現状わが国の周産期医療の現状

１．レベルは１．レベルは１．レベルは１．レベルは世界最高水準世界最高水準世界最高水準世界最高水準

２．急激に進行する少子化により２．急激に進行する少子化により２．急激に進行する少子化により２．急激に進行する少子化により周産期医療は斜陽化周産期医療は斜陽化周産期医療は斜陽化周産期医療は斜陽化

３．晩婚、晩産化により３．晩婚、晩産化により３．晩婚、晩産化により３．晩婚、晩産化によりハイリスク妊娠が増加ハイリスク妊娠が増加ハイリスク妊娠が増加ハイリスク妊娠が増加

１）高年出産１）高年出産１）高年出産１）高年出産 ２）不妊治療後の多胎２）不妊治療後の多胎２）不妊治療後の多胎２）不妊治療後の多胎 ３）合併症妊娠等３）合併症妊娠等３）合併症妊娠等３）合併症妊娠等

※※※※ 産科医の仕事量は増加産科医の仕事量は増加産科医の仕事量は増加産科医の仕事量は増加

※※※※ 分娩費用は不変のため収入は減少分娩費用は不変のため収入は減少分娩費用は不変のため収入は減少分娩費用は不変のため収入は減少

※※※※ 分娩取り扱い施設の減少分娩取り扱い施設の減少分娩取り扱い施設の減少分娩取り扱い施設の減少

４．女性医師が増加し、妊娠、分娩、子育てのため一時的に休４．女性医師が増加し、妊娠、分娩、子育てのため一時的に休４．女性医師が増加し、妊娠、分娩、子育てのため一時的に休４．女性医師が増加し、妊娠、分娩、子育てのため一時的に休

職し、職し、職し、職し、産科医が減少産科医が減少産科医が減少産科医が減少

５．５．５．５．若手医師の産科離れ若手医師の産科離れ若手医師の産科離れ若手医師の産科離れ

６．分娩には６．分娩には６．分娩には６．分娩には快適性快適性快適性快適性が求められ、が求められ、が求められ、が求められ、安全神話安全神話安全神話安全神話が信じられているが信じられているが信じられているが信じられている



お産難民５０万人！お産難民５０万人！お産難民５０万人！お産難民５０万人！

安全な分娩管理が受けられない安全な分娩管理が受けられない安全な分娩管理が受けられない安全な分娩管理が受けられない

妊婦さんが５０万人妊婦さんが５０万人妊婦さんが５０万人妊婦さんが５０万人

＊世界一安全な産科医療提供体制が崩壊＊世界一安全な産科医療提供体制が崩壊＊世界一安全な産科医療提供体制が崩壊＊世界一安全な産科医療提供体制が崩壊

している。している。している。している。

＊＊＊＊現在までの産科医療提供体制を現在までの産科医療提供体制を現在までの産科医療提供体制を現在までの産科医療提供体制を否定す否定す否定す否定す

るならば、最低でも２０万人出現。多く見るならば、最低でも２０万人出現。多く見るならば、最低でも２０万人出現。多く見るならば、最低でも２０万人出現。多く見

積もって５０万人出現する。積もって５０万人出現する。積もって５０万人出現する。積もって５０万人出現する。

＊＊＊＊人口過疎地だけでなく人口過疎地だけでなく人口過疎地だけでなく人口過疎地だけでなく政令指定都市でも政令指定都市でも政令指定都市でも政令指定都市でも

出現出現出現出現する。する。する。する。
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母体死亡の原因母体死亡の原因母体死亡の原因母体死亡の原因

１．羊水塞栓症１．羊水塞栓症１．羊水塞栓症１．羊水塞栓症

２．出血２．出血２．出血２．出血

３．肺塞栓症３．肺塞栓症３．肺塞栓症３．肺塞栓症

４．その他４．その他４．その他４．その他



妊産婦死亡の内訳（平成妊産婦死亡の内訳（平成妊産婦死亡の内訳（平成妊産婦死亡の内訳（平成16161616----20202020年）年）年）年）

平成平成平成平成16161616年年年年 平成平成平成平成17171717年年年年 平成平成平成平成18181818年年年年 平成平成平成平成19191919年年年年 平成平成平成平成20202020年年年年 合計合計合計合計 ％％％％

羊水塞栓症羊水塞栓症羊水塞栓症羊水塞栓症
1111 3333 5555 10101010 11111111 30303030 32.632.632.632.6

出血出血出血出血
0000 2222 5555 3333 4444 14141414 15.215.215.215.2

肺塞栓症肺塞栓症肺塞栓症肺塞栓症
2222 3333 3333 0000 1111 9999 9.89.89.89.8

妊娠高血圧症候群妊娠高血圧症候群妊娠高血圧症候群妊娠高血圧症候群
0000 1111 4444 1111 0000 6666 6.56.56.56.5

常位胎盤早期剥離常位胎盤早期剥離常位胎盤早期剥離常位胎盤早期剥離
2222 2222 0000 1111 0000 5555 5.45.45.45.4

脳内出血脳内出血脳内出血脳内出血
0000 0000 3333 2222 2222 7777 7.67.67.67.6

人工中絶・外妊人工中絶・外妊人工中絶・外妊人工中絶・外妊
1111 1111 1111 0000 1111 4444 4.34.34.34.3

その他その他その他その他
0000 0000 3333 0000 2222 5555 5.45.45.45.4

突然死突然死突然死突然死
1111 1111 0000 0000 0000 2222 2.22.22.22.2

合併症合併症合併症合併症
0000 1111 0000 1111 0000 2222 2.22.22.22.2

重症妊娠悪阻重症妊娠悪阻重症妊娠悪阻重症妊娠悪阻
0000 0000 2222 0000 0000 2222 2.22.22.22.2

子宮破裂子宮破裂子宮破裂子宮破裂
0000 0000 1111 1111 1111 3333 3.33.33.33.3

感染症感染症感染症感染症
1111 0000 0000 0000 0000 1111 1.11.11.11.1

薬剤薬剤薬剤薬剤
0000 1111 0000 0000 0000 1111 1.11.11.11.1

麻酔麻酔麻酔麻酔
1111 0000 0000 0000 0000 1111 1.11.11.11.1

年間合計年間合計年間合計年間合計 9999 15151515 27272727 19191919 22222222 92929292 100100100100

（日本産婦人科医会調査）（日本産婦人科医会調査）（日本産婦人科医会調査）（日本産婦人科医会調査）



分娩時出血量分娩時出血量分娩時出血量分娩時出血量

分娩中および分娩後２時間までの出血量分娩中および分娩後２時間までの出血量分娩中および分娩後２時間までの出血量分娩中および分娩後２時間までの出血量

正常分娩の出血量：正常分娩の出血量：正常分娩の出血量：正常分娩の出血量：500mL500mL500mL500mL未満未満未満未満

分娩時異常出血：分娩時異常出血：分娩時異常出血：分娩時異常出血： 500mL500mL500mL500mL以上以上以上以上

（日本産科婦人科学会）（日本産科婦人科学会）（日本産科婦人科学会）（日本産科婦人科学会）
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分娩時出血量分娩時出血量分娩時出血量分娩時出血量（日産婦周産期委員会報告：（日産婦周産期委員会報告：（日産婦周産期委員会報告：（日産婦周産期委員会報告：2002200220022002～～～～2002002002009999年）年）年）年）

500500500500mLmLmLmL未満が未満が未満が未満が55555555....9999％、％、％、％、500500500500 mLmLmLmL以上が以上が以上が以上が44444444....1111％（％（％（％（1111,,,,000000000000 mLmLmLmL以上が以上が以上が以上が11116666....5555％）％）％）％）

16

出血量（出血量（出血量（出血量（mLmLmLmL）））） 分娩数（分娩数（分娩数（分娩数（494,569494,569494,569494,569）））） ％％％％

～～～～499499499499 276,333276,333276,333276,333 55555555....9999

500500500500～～～～999999999999 136,136,136,136,333306060606 22227777....6666

1111,,,,000000000000～～～～1111,,,,499499499499 48,75748,75748,75748,757 9.9.9.9.9999

1111,,,,500500500500～～～～1111,,,,999999999999 18,95418,95418,95418,954 3.3.3.3.8888

2222,,,,000000000000～～～～2222,,,,499499499499 7,4457,4457,4457,445 1.1.1.1.5555

2222,,,,500500500500～～～～2222,,,,999999999999 3,1693,1693,1693,169 0.0.0.0.6666

3333,,,,000000000000～～～～ 3,6053,6053,6053,605 0.0.0.0.7777



分娩時出血量分娩時出血量分娩時出血量分娩時出血量（日産婦学会：（日産婦学会：（日産婦学会：（日産婦学会：2001200120012001～～～～2005200520052005年：年：年：年：253,607253,607253,607253,607例）例）例）例）

分娩分娩分娩分娩

時出時出時出時出

血量血量血量血量

500500500500

mLmLmLmL

未満未満未満未満

600600600600

mLmLmLmL

未満未満未満未満

700700700700

mLmLmLmL

未満未満未満未満

800800800800

mLmLmLmL

未満未満未満未満

900900900900

mLmLmLmL

未満未満未満未満

1,0001,0001,0001,000

mLmLmLmL

未満未満未満未満

1,5001,5001,5001,500

mLmLmLmL

未満未満未満未満

2,0002,0002,0002,000

mLmLmLmL

未満未満未満未満

2,5002,5002,5002,500

mLmLmLmL

未満未満未満未満

3,0003,0003,0003,000

mLmLmLmL

未満未満未満未満

4,0004,0004,0004,000

mLmLmLmL

未未未未満満満満

全て全て全て全て

経腟経腟経腟経腟

単胎単胎単胎単胎

76.276.276.276.2 83.183.183.183.1 87.987.987.987.9 91.391.391.391.3 93.793.793.793.7 95.495.495.495.4 98.898.898.898.8 99.699.699.699.6 99.899.899.899.8 99.999.999.999.9 99.999.999.999.9 100100100100

経腟経腟経腟経腟

多胎多胎多胎多胎

40.240.240.240.2 50.350.350.350.3 58.358.358.358.3 64.764.764.764.7 71.371.371.371.3 76.676.676.676.6 90.890.890.890.8 96.396.396.396.3 98.598.598.598.5 99.399.399.399.3 99.899.899.899.8 100100100100

帝切帝切帝切帝切

単胎単胎単胎単胎

24.024.024.024.0 34.434.434.434.4 44.644.644.644.6 53.853.853.853.8 62.062.062.062.0 68.868.868.868.8 88.088.088.088.0 95.095.095.095.0 97.797.797.797.7 98.898.898.898.8 99.699.699.699.6 100100100100

帝切帝切帝切帝切

多胎多胎多胎多胎

6.96.96.96.9 11.311.311.311.3 16.916.916.916.9 22.622.622.622.6 29.029.029.029.0 35.335.335.335.3 65.165.165.165.1 83.683.683.683.6 92.792.792.792.7 96.596.596.596.5 98.998.998.998.9 100100100100
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分娩時出血量（経腟ｏｒ帝切、単胎ｏｒ多胎）分娩時出血量（経腟ｏｒ帝切、単胎ｏｒ多胎）分娩時出血量（経腟ｏｒ帝切、単胎ｏｒ多胎）分娩時出血量（経腟ｏｒ帝切、単胎ｏｒ多胎）

＜＜＜＜500mL500mL500mL500mL ＜＜＜＜1,000mL1,000mL1,000mL1,000mL ＜＜＜＜1,500mL1,500mL1,500mL1,500mL ＜＜＜＜2,000mL2,000mL2,000mL2,000mL 2,000mL2,000mL2,000mL2,000mL≦≦≦≦ 計計計計

経腟・単胎経腟・単胎経腟・単胎経腟・単胎 ２９３２９３２９３２９３ ９２９２９２９２ １０１０１０１０ ２２２２ １１１１ ３９８３９８３９８３９８

（（（（73.6）））） （（（（23.1）））） （（（（2.5）））） （（（（0.5）））） （（（（0.3））））

経腟・多胎経腟・多胎経腟・多胎経腟・多胎 ３３３３ ３３３３ ００００ ００００ ００００ ６６６６

（（（（50.0）））） （（（（50.0））））

経腟・計経腟・計経腟・計経腟・計 ２９６２９６２９６２９６ ９５９５９５９５ １０１０１０１０ ２２２２ １１１１ ４０４４０４４０４４０４

（（（（73.3）））） （（（（23.5）））） （（（（2.5）））） （（（（0.5）））） （（（（0.2））））

帝切・単胎帝切・単胎帝切・単胎帝切・単胎 ２４２４２４２４ ６６６６６６６６ ４０４０４０４０ １２１２１２１２ １１１１１１１１ １５３１５３１５３１５３

（（（（15.7）））） （（（（43.1）））） （（（（26.1）））） （（（（7.8）））） （（（（7.2））））

帝切・多胎帝切・多胎帝切・多胎帝切・多胎 ００００ ３３３３ ３３３３ ５５５５ １１１１ １２１２１２１２

（（（（25.0）））） （（（（25.0）））） （（（（41.7）））） （（（（8.3））））

帝切・計帝切・計帝切・計帝切・計 ２４２４２４２４ ６９６９６９６９ ４３４３４３４３ １７１７１７１７ １２１２１２１２ １６５１６５１６５１６５

（（（（14.5）））） （（（（41.8）））） （（（（26.1）））） （（（（10.3）））） （（（（7.3））））

計計計計 ３２０３２０３２０３２０ １６４１６４１６４１６４ ５３５３５３５３ １９１９１９１９ １３１３１３１３ ５６９５６９５６９５６９

（（（（56.2）））） （（（（28.8）））） （（（（9.3）））） （（（（3.3）））） （（（（2.3））））18



高年産婦の分娩状況高年産婦の分娩状況高年産婦の分娩状況高年産婦の分娩状況
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高年群高年群高年群高年群 コントロール群コントロール群コントロール群コントロール群 有意差有意差有意差有意差

在胎週数在胎週数在胎週数在胎週数((((週週週週)))) 38.338.338.338.3±±±±1.81.81.81.8 38.438.438.438.4±±±±3.33.33.33.3 n.sn.sn.sn.s....

出生児体重出生児体重出生児体重出生児体重(g)(g)(g)(g) 2,882.82,882.82,882.82,882.8±±±±457.8457.8457.8457.8 2,859.82,859.82,859.82,859.8±±±±574.7574.7574.7574.7 n.sn.sn.sn.s....

Apgar Score(Apgar Score(Apgar Score(Apgar Score(点点点点)))) 8.98.98.98.9±±±±0.60.60.60.6 8.98.98.98.9±±±±1.01.01.01.0 n.sn.sn.sn.s....

分娩時出血量分娩時出血量分娩時出血量分娩時出血量((((mLmLmLmL)))) 773.4773.4773.4773.4±±±±691.2691.2691.2691.2 596.8596.8596.8596.8±±±±655.7655.7655.7655.7 <0.005<0.005<0.005<0.005

正常分娩正常分娩正常分娩正常分娩 (%)(%)(%)(%) 21.9 (48/219)21.9 (48/219)21.9 (48/219)21.9 (48/219) 29.9 (740/2471)29.9 (740/2471)29.9 (740/2471)29.9 (740/2471) <0.05<0.05<0.05<0.05

異常分娩異常分娩異常分娩異常分娩 (%)(%)(%)(%)

CSCSCSCS率率率率(%)(%)(%)(%)

経腟異常分娩経腟異常分娩経腟異常分娩経腟異常分娩(%)(%)(%)(%)

78.1 (171/219)78.1 (171/219)78.1 (171/219)78.1 (171/219)

43.8 (96/219)43.8 (96/219)43.8 (96/219)43.8 (96/219)

34.2 (75/219)34.2 (75/219)34.2 (75/219)34.2 (75/219)

70.1 (1731/2471)70.1 (1731/2471)70.1 (1731/2471)70.1 (1731/2471)

28.7 (709/2471)28.7 (709/2471)28.7 (709/2471)28.7 (709/2471)

41.4 (1022/2471)41.4 (1022/2471)41.4 (1022/2471)41.4 (1022/2471)

<0.05<0.05<0.05<0.05

<0.005<0.005<0.005<0.005

<0.05<0.05<0.05<0.05

正常分娩：正常分娩：正常分娩：正常分娩： 正期産、自然陣痛、成熟児、母児ともに合併症なし正期産、自然陣痛、成熟児、母児ともに合併症なし正期産、自然陣痛、成熟児、母児ともに合併症なし正期産、自然陣痛、成熟児、母児ともに合併症なし



妊娠による母体血液の変化妊娠による母体血液の変化妊娠による母体血液の変化妊娠による母体血液の変化

１．赤血球、ヘモグロビン、ヘマトクリット１．赤血球、ヘモグロビン、ヘマトクリット１．赤血球、ヘモグロビン、ヘマトクリット１．赤血球、ヘモグロビン、ヘマトクリット

・血漿量の増加は赤血球の増加を上回る・血漿量の増加は赤血球の増加を上回る・血漿量の増加は赤血球の増加を上回る・血漿量の増加は赤血球の増加を上回る

・ヘモグロビン値、ヘマトクリット値・ヘモグロビン値、ヘマトクリット値・ヘモグロビン値、ヘマトクリット値・ヘモグロビン値、ヘマトクリット値⇒⇒⇒⇒低下低下低下低下

２．白血球２．白血球２．白血球２．白血球

・軽度増加（・軽度増加（・軽度増加（・軽度増加（1.21.21.21.2万万万万////μLμLμLμL）、主に好中球の増加）、主に好中球の増加）、主に好中球の増加）、主に好中球の増加

３．血小板・凝固線溶系３．血小板・凝固線溶系３．血小板・凝固線溶系３．血小板・凝固線溶系

・血小板：軽度・血小板：軽度・血小板：軽度・血小板：軽度低下低下低下低下（平均値（平均値（平均値（平均値25252525万万万万////μLμLμLμL⇒⇒⇒⇒21.321.321.321.3万万万万////μLμLμLμL））））

・・・・血液凝固能亢進状態血液凝固能亢進状態血液凝固能亢進状態血液凝固能亢進状態にあるにあるにあるにある

・フィブリノゲンは非妊時の約・フィブリノゲンは非妊時の約・フィブリノゲンは非妊時の約・フィブリノゲンは非妊時の約50505050％増（％増（％増（％増（300300300300～～～～600600600600㎎㎎㎎㎎////㎗）㎗）㎗）㎗）

・・・・ⅪⅪⅪⅪ、、、、ⅫⅩⅢⅫⅩⅢⅫⅩⅢⅫⅩⅢ因子以外の凝固因子は上昇因子以外の凝固因子は上昇因子以外の凝固因子は上昇因子以外の凝固因子は上昇
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産科産科産科産科DICDICDICDICの病態の病態の病態の病態

基礎疾患基礎疾患基礎疾患基礎疾患

常位胎盤早期剥離常位胎盤早期剥離常位胎盤早期剥離常位胎盤早期剥離 出血性ショック、敗血症出血性ショック、敗血症出血性ショック、敗血症出血性ショック、敗血症

羊水塞栓など羊水塞栓など羊水塞栓など羊水塞栓など 妊娠高血圧症候群など妊娠高血圧症候群など妊娠高血圧症候群など妊娠高血圧症候群など

組織トロンボプラスチン組織トロンボプラスチン組織トロンボプラスチン組織トロンボプラスチン 血管内皮障害血管内皮障害血管内皮障害血管内皮障害

凝固亢進凝固亢進凝固亢進凝固亢進

末梢微小血栓形成末梢微小血栓形成末梢微小血栓形成末梢微小血栓形成

微小循環障害微小循環障害微小循環障害微小循環障害 消費性凝固障害消費性凝固障害消費性凝固障害消費性凝固障害 二次線溶亢進二次線溶亢進二次線溶亢進二次線溶亢進

MOFMOFMOFMOF（腎、肝、肺、消化器など）（腎、肝、肺、消化器など）（腎、肝、肺、消化器など）（腎、肝、肺、消化器など） 出血出血出血出血
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帝王切開における出血量・輸血率帝王切開における出血量・輸血率帝王切開における出血量・輸血率帝王切開における出血量・輸血率

調査期間：調査期間：調査期間：調査期間：2007200720072007年年年年8888月～月～月～月～2008200820082008年年年年4444月月月月

協力施設数：協力施設数：協力施設数：協力施設数：141141141141施設施設施設施設

症例数：症例数：症例数：症例数：5,6815,6815,6815,681症例症例症例症例

前方視的調査前方視的調査前方視的調査前方視的調査

検討内容：出血量・輸血率（含む疾患別）検討内容：出血量・輸血率（含む疾患別）検討内容：出血量・輸血率（含む疾患別）検討内容：出血量・輸血率（含む疾患別）

母体・出生児の転帰母体・出生児の転帰母体・出生児の転帰母体・出生児の転帰

調査主体：日本自己血輸血学会調査主体：日本自己血輸血学会調査主体：日本自己血輸血学会調査主体：日本自己血輸血学会

日本輸血・細胞治療学会日本輸血・細胞治療学会日本輸血・細胞治療学会日本輸血・細胞治療学会

日本産科婦人科学会日本産科婦人科学会日本産科婦人科学会日本産科婦人科学会
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帝王切開術適応疾患別の出血量・輸血率①帝王切開術適応疾患別の出血量・輸血率①帝王切開術適応疾患別の出血量・輸血率①帝王切開術適応疾患別の出血量・輸血率①

適応疾患適応疾患適応疾患適応疾患 症例数症例数症例数症例数 出血量出血量出血量出血量(mL) mean(mL) mean(mL) mean(mL) mean±±±±SD,rangeSD,rangeSD,rangeSD,range

自己血自己血自己血自己血

のみのみのみのみ

自己血自己血自己血自己血++++

同種血同種血同種血同種血

同種血同種血同種血同種血

のみのみのみのみ

輸血率輸血率輸血率輸血率

前置胎盤前置胎盤前置胎盤前置胎盤++++既往帝切既往帝切既往帝切既往帝切 29292929 2,7612,7612,7612,761±±±±1,8191,8191,8191,819（（（（1,1001,1001,1001,100～～～～8,0728,0728,0728,072）））） 10101010 5555 8888 79.379.379.379.3

前置胎盤前置胎盤前置胎盤前置胎盤 239239239239 1,6801,6801,6801,680±±±±1,0351,0351,0351,035（（（（397397397397～～～～1,0351,0351,0351,035）））） 144144144144 11111111 10101010 69.069.069.069.0

低置胎盤低置胎盤低置胎盤低置胎盤++++既往帝切開既往帝切開既往帝切開既往帝切開 18181818 1,1891,1891,1891,189±±±±744744744744（（（（340340340340～～～～2,8602,8602,8602,860）））） 7777 0000 1111 44.444.444.444.4

低置胎盤低置胎盤低置胎盤低置胎盤 105105105105 1,0271,0271,0271,027±±±±590590590590（（（（177177177177～～～～3,3703,3703,3703,370）））） 40404040 1111 1111 40.040.040.040.0

子宮筋腫合併妊娠子宮筋腫合併妊娠子宮筋腫合併妊娠子宮筋腫合併妊娠 40404040 1,3011,3011,3011,301±±±±609609609609（（（（418418418418～～～～2,7742,7742,7742,774）））） 11111111 0000 0000 27.527.527.527.5

常位胎盤早期剥離常位胎盤早期剥離常位胎盤早期剥離常位胎盤早期剥離 96969696 1,1181,1181,1181,118±±±±672672672672（（（（100100100100～～～～4,4344,4344,4344,434）））） 1111 0000 20202020 16.016.016.016.0
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帝王切開術適応疾患別の出血量・輸血率②帝王切開術適応疾患別の出血量・輸血率②帝王切開術適応疾患別の出血量・輸血率②帝王切開術適応疾患別の出血量・輸血率②

適応疾患適応疾患適応疾患適応疾患 症例数症例数症例数症例数 出血量出血量出血量出血量(mL) mean(mL) mean(mL) mean(mL) mean±±±±SD,rangeSD,rangeSD,rangeSD,range

自己血自己血自己血自己血

のみのみのみのみ

自己血自己血自己血自己血++++

同種血同種血同種血同種血

同種血同種血同種血同種血

のみのみのみのみ

輸血率輸血率輸血率輸血率

多胎妊娠多胎妊娠多胎妊娠多胎妊娠 490490490490 1,3921,3921,3921,392±±±±709709709709（（（（209209209209～～～～5,6415,6415,6415,641）））） 34343434 0000 7777 8.48.48.48.4

妊娠高血圧症候群妊娠高血圧症候群妊娠高血圧症候群妊娠高血圧症候群 229229229229 861861861861±±±±535535535535（（（（192192192192～～～～3,9543,9543,9543,954）））） 3333 0000 10101010 5.75.75.75.7

既往帝王切開術既往帝王切開術既往帝王切開術既往帝王切開術 2034203420342034 861861861861±±±±500500500500（（（（80808080～～～～7,8147,8147,8147,814）））） 48484848 1111 18181818 3.33.33.33.3

既往子宮手術後妊娠既往子宮手術後妊娠既往子宮手術後妊娠既往子宮手術後妊娠 184184184184 1,0931,0931,0931,093±±±±791791791791（（（（134134134134～～～～8,9008,9008,9008,900）））） 4444 0000 1111 2.72.72.72.7

胎児適応胎児適応胎児適応胎児適応 708708708708 782782782782±±±±523523523523（（（（90909090～～～～6,0026,0026,0026,002）））） 11111111 0000 7777 2.52.52.52.5

その他その他その他その他 820820820820 872872872872±±±±486486486486（（（（120120120120～～～～4,2294,2294,2294,229）））） 7777 0000 10101010 2.22.22.22.2

骨盤位骨盤位骨盤位骨盤位 689689689689 799799799799±±±±454454454454（（（（63636363～～～～4,3704,3704,3704,370）））） 7777 0000 5555 1.91.91.91.9

計計計計 5681568156815681 327327327327 18181818 98989898 7.8%7.8%7.8%7.8%



輸血療法別の有害事象輸血療法別の有害事象輸血療法別の有害事象輸血療法別の有害事象

貯血式単独貯血式単独貯血式単独貯血式単独

（（（（307307307307例）例）例）例）

同種血単独同種血単独同種血単独同種血単独

（（（（85858585例）例）例）例）

輸血なし輸血なし輸血なし輸血なし

（（（（5,3975,3975,3975,397例）例）例）例）

手術時出血量手術時出血量手術時出血量手術時出血量 1,3751,3751,3751,375±±±±722722722722

（（（（180180180180----4,4074,4074,4074,407））））

2,3462,3462,3462,346±±±±1,6321,6321,6321,632

（（（（228228228228----8,3618,3618,3618,361））））

913913913913±±±±553553553553

（（（（56565656----8,9008,9008,9008,900））））

入院期間延長入院期間延長入院期間延長入院期間延長 7777（（（（2.32.32.32.3％）％）％）％） 21212121（（（（24.724.724.724.7％）％）％）％） 73737373（（（（1.31.31.31.3％）％）％）％）

貧血貧血貧血貧血 101101101101（（（（32.732.732.732.7％）％）％）％） 50505050（（（（58.858.858.858.8％）％）％）％） 1,8181,8181,8181,818（（（（34.334.334.334.3％）％）％）％）

感染症感染症感染症感染症 0000 4444（（（（4.74.74.74.7％）％）％）％） 51515151（（（（1.01.01.01.0％）％）％）％）

血液凝固異常血液凝固異常血液凝固異常血液凝固異常 0000 20202020（（（（23.523.523.523.5％）％）％）％） 19191919（（（（0.30.30.30.3％）％）％）％）

腎機能障害腎機能障害腎機能障害腎機能障害 0000 8888（（（（9.49.49.49.4％）％）％）％） 5555（（（（0.10.10.10.1％）％）％）％）

その他その他その他その他 8888（（（（2.62.62.62.6％）％）％）％） 19191919（（（（22.422.422.422.4％）％）％）％） 168168168168（（（（3.13.13.13.1％）％）％）％）
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輸血療法別の有害事象輸血療法別の有害事象輸血療法別の有害事象輸血療法別の有害事象

貯血式単独貯血式単独貯血式単独貯血式単独

（（（（307307307307例）例）例）例）

同種血単独同種血単独同種血単独同種血単独

（（（（85858585例）例）例）例）

輸血なし輸血なし輸血なし輸血なし

（（（（5,3975,3975,3975,397例）例）例）例）

出生児体重出生児体重出生児体重出生児体重
2,623±±±±430
（（（（1,366-4,284））））

2,260±±±±780
（（（（260-3,890））））

2,657±±±±667
（（（（184-4,615））））

Apgar score（（（（1分）分）分）分） 8.0±±±±1.4 6.8±±±±2.8 8.1±±±±1.5

Apgar score（（（（5分）分）分）分） 9.0±±±±0.8 8.3±±±±2.2 9.0±±±±1.1

1111か月健診か月健診か月健診か月健診

活気なし活気なし活気なし活気なし////ありありありあり

4/252 0/63 44/4,563

周産期異常周産期異常周産期異常周産期異常
24（（（（7.8％）％）％）％） 14（（（（16.5％）％）％）％） 583（（（（10.8％）％）％）％）

児死亡児死亡児死亡児死亡
0 1（（（（1.2％）％）％）％） 29（（（（0.5％）％）％）％）
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貯血時の有害事象貯血時の有害事象貯血時の有害事象貯血時の有害事象

胎児心胎児心胎児心胎児心

拍異常拍異常拍異常拍異常

VVRVVRVVRVVR 保管異常保管異常保管異常保管異常 バッグ内凝固バッグ内凝固バッグ内凝固バッグ内凝固 返血時のそ返血時のそ返血時のそ返血時のそ

の他の異常の他の異常の他の異常の他の異常

300mL300mL300mL300mL採血採血採血採血

（（（（198198198198例）例）例）例）

１１１１ ５５５５ ５５５５ １１１１ １７１７１７１７

400mL400mL400mL400mL採血採血採血採血

（（（（188188188188例）例）例）例）

２２２２ ３３３３ ５５５５ ００００ １８１８１８１８

仰臥位仰臥位仰臥位仰臥位ororororセミセミセミセミ

ファーラー位ファーラー位ファーラー位ファーラー位

（（（（367367367367例）例）例）例）

３３３３ ７７７７

半側臥位半側臥位半側臥位半側臥位orororor側側側側

臥位臥位臥位臥位

（（（（32323232例）例）例）例）

００００ １１１１
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産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血

実施基準①実施基準①実施基準①実施基準①

１．１．１．１．適応適応適応適応

前置・低置胎盤、既往帝王切開、多胎妊娠、子宮前置・低置胎盤、既往帝王切開、多胎妊娠、子宮前置・低置胎盤、既往帝王切開、多胎妊娠、子宮前置・低置胎盤、既往帝王切開、多胎妊娠、子宮

筋腫合併妊娠、母体合併症妊娠など、輸血を必要筋腫合併妊娠、母体合併症妊娠など、輸血を必要筋腫合併妊娠、母体合併症妊娠など、輸血を必要筋腫合併妊娠、母体合併症妊娠など、輸血を必要

とすることが予想される予定手術とする。とすることが予想される予定手術とする。とすることが予想される予定手術とする。とすることが予想される予定手術とする。

経腟分娩は適応外。経腟分娩は適応外。経腟分娩は適応外。経腟分娩は適応外。

２．２．２．２．年齢制限年齢制限年齢制限年齢制限

なし。若年者はなし。若年者はなし。若年者はなし。若年者はVVRVVRVVRVVRに注意する。に注意する。に注意する。に注意する。

３．３．３．３．採血前の採血前の採血前の採血前のHbHbHbHb値値値値

10.0g/10.0g/10.0g/10.0g/dLdLdLdL以上を原則とする。以上を原則とする。以上を原則とする。以上を原則とする。
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産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血

実施基準②実施基準②実施基準②実施基準②

４．４．４．４．１回採血量１回採血量１回採血量１回採血量

200mL200mL200mL200mL～～～～400mL400mL400mL400mLとする（貧血状態を考慮）。とする（貧血状態を考慮）。とする（貧血状態を考慮）。とする（貧血状態を考慮）。

体重体重体重体重50505050㎏以下の患者は、㎏以下の患者は、㎏以下の患者は、㎏以下の患者は、400mL400mL400mL400mL××××体重体重体重体重/ 50/ 50/ 50/ 50㎏を㎏を㎏を㎏を

参考とする。参考とする。参考とする。参考とする。

５．５．５．５．鉄剤投与鉄剤投与鉄剤投与鉄剤投与

初回採血の２～３週前から毎日、経口鉄剤初回採血の２～３週前から毎日、経口鉄剤初回採血の２～３週前から毎日、経口鉄剤初回採血の２～３週前から毎日、経口鉄剤100100100100㎎㎎㎎㎎

～～～～200200200200㎎を投与する。㎎を投与する。㎎を投与する。㎎を投与する。

経口鉄剤で不足する場合あるいは経口摂取でき経口鉄剤で不足する場合あるいは経口摂取でき経口鉄剤で不足する場合あるいは経口摂取でき経口鉄剤で不足する場合あるいは経口摂取でき

ない場合は静脈内投与する（注入速度に注意）。ない場合は静脈内投与する（注入速度に注意）。ない場合は静脈内投与する（注入速度に注意）。ない場合は静脈内投与する（注入速度に注意）。
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産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血

実施基準③実施基準③実施基準③実施基準③

６．６．６．６．採血者採血者採血者採血者

医師医師医師医師orororor医師の監督のもとで看護師が行う。医師の監督のもとで看護師が行う。医師の監督のもとで看護師が行う。医師の監督のもとで看護師が行う。

自己血採血の要点を理解した複数の看護師自己血採血の要点を理解した複数の看護師自己血採血の要点を理解した複数の看護師自己血採血の要点を理解した複数の看護師

が行うことが望ましい。が行うことが望ましい。が行うことが望ましい。が行うことが望ましい。

７．７．７．７．採血時の姿勢採血時の姿勢採血時の姿勢採血時の姿勢

妊婦の最も安楽な姿勢を保ち、仰臥位低血圧妊婦の最も安楽な姿勢を保ち、仰臥位低血圧妊婦の最も安楽な姿勢を保ち、仰臥位低血圧妊婦の最も安楽な姿勢を保ち、仰臥位低血圧

症候群予防のために仰臥位は避ける。症候群予防のために仰臥位は避ける。症候群予防のために仰臥位は避ける。症候群予防のために仰臥位は避ける。
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産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血

実施基準④実施基準④実施基準④実施基準④

８．８．８．８．採血中の注意採血中の注意採血中の注意採血中の注意

胎児心拍モニタリングで児への影響がないこと胎児心拍モニタリングで児への影響がないこと胎児心拍モニタリングで児への影響がないこと胎児心拍モニタリングで児への影響がないこと

を確認しながら採血する。産科医師または助産を確認しながら採血する。産科医師または助産を確認しながら採血する。産科医師または助産を確認しながら採血する。産科医師または助産

師の立会いが望ましい。師の立会いが望ましい。師の立会いが望ましい。師の立会いが望ましい。

採血中は血液バッグ内の抗凝固剤と血液を常採血中は血液バッグ内の抗凝固剤と血液を常採血中は血液バッグ内の抗凝固剤と血液を常採血中は血液バッグ内の抗凝固剤と血液を常

に混和する。に混和する。に混和する。に混和する。

採血中は採血中は採血中は採血中はVVRVVRVVRVVRおよび仰臥位低血圧症候群の発および仰臥位低血圧症候群の発および仰臥位低血圧症候群の発および仰臥位低血圧症候群の発

生に絶えず注意する。生に絶えず注意する。生に絶えず注意する。生に絶えず注意する。

33



産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血産科領域における貯血式自己血輸血

実施基準⑤実施基準⑤実施基準⑤実施基準⑤

９．９．９．９．エリスロポエチン投与エリスロポエチン投与エリスロポエチン投与エリスロポエチン投与

原則として使用しない。原則として使用しない。原則として使用しない。原則として使用しない。

10.10.10.10.出庫と返血出庫と返血出庫と返血出庫と返血

出庫前に血液型の確認や患者血液と交差適合試出庫前に血液型の確認や患者血液と交差適合試出庫前に血液型の確認や患者血液と交差適合試出庫前に血液型の確認や患者血液と交差適合試

験を行う。験を行う。験を行う。験を行う。

返血時には患者氏名、生年月日、返血時には患者氏名、生年月日、返血時には患者氏名、生年月日、返血時には患者氏名、生年月日、IDIDIDID番号などを複番号などを複番号などを複番号などを複

数の医療従事者が確認する。数の医療従事者が確認する。数の医療従事者が確認する。数の医療従事者が確認する。

原則として、原則として、原則として、原則として、HbHbHbHb 10.0g/10.0g/10.0g/10.0g/dLdLdLdLを目安に返血する。返血を目安に返血する。返血を目安に返血する。返血を目安に返血する。返血

リスクがベネフィットを超える場合には返血しない。リスクがベネフィットを超える場合には返血しない。リスクがベネフィットを超える場合には返血しない。リスクがベネフィットを超える場合には返血しない。
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35

自己血貯血から見た産科出血の管理自己血貯血から見た産科出血の管理自己血貯血から見た産科出血の管理自己血貯血から見た産科出血の管理

１．妊婦死亡の主因は１．妊婦死亡の主因は１．妊婦死亡の主因は１．妊婦死亡の主因は出血出血出血出血である。である。である。である。

２．大量出血が予測できる疾患は限られている。２．大量出血が予測できる疾患は限られている。２．大量出血が予測できる疾患は限られている。２．大量出血が予測できる疾患は限られている。

（（（（前置・低置胎盤、巨大子宮筋腫、既往帝王切開、癒前置・低置胎盤、巨大子宮筋腫、既往帝王切開、癒前置・低置胎盤、巨大子宮筋腫、既往帝王切開、癒前置・低置胎盤、巨大子宮筋腫、既往帝王切開、癒

着胎盤疑い、羊水過多・巨大児誘発分娩、多胎着胎盤疑い、羊水過多・巨大児誘発分娩、多胎着胎盤疑い、羊水過多・巨大児誘発分娩、多胎着胎盤疑い、羊水過多・巨大児誘発分娩、多胎など）など）など）など）

３．２．あるいは稀な血液型、不規則抗体陽性の場合３．２．あるいは稀な血液型、不規則抗体陽性の場合３．２．あるいは稀な血液型、不規則抗体陽性の場合３．２．あるいは稀な血液型、不規則抗体陽性の場合

４．高次施設での分娩を推奨し、４．高次施設での分娩を推奨し、４．高次施設での分娩を推奨し、４．高次施設での分娩を推奨し、自己血貯血を考慮自己血貯血を考慮自己血貯血を考慮自己血貯血を考慮。。。。

分娩時血管確保、血圧・心拍数・分娩時血管確保、血圧・心拍数・分娩時血管確保、血圧・心拍数・分娩時血管確保、血圧・心拍数・SpO2SpO2SpO2SpO2モニタリング。モニタリング。モニタリング。モニタリング。

５．妊婦の５．妊婦の５．妊婦の５．妊婦のショック指数ショック指数ショック指数ショック指数でででで１は約１は約１は約１は約1.5L1.5L1.5L1.5L、、、、1.51.51.51.5は約は約は約は約2.5L2.5L2.5L2.5Lの出の出の出の出

血量が推測される。血量が推測される。血量が推測される。血量が推測される。
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（（（（2012年年年年5月月月月20日現在）日現在）日現在）日現在）

教教教教 授：授：授：授： 森田峰人（内視鏡）、田中政信（周産期）森田峰人（内視鏡）、田中政信（周産期）森田峰人（内視鏡）、田中政信（周産期）森田峰人（内視鏡）、田中政信（周産期）

准教授：准教授：准教授：准教授：片桐由起子（リプロ）片桐由起子（リプロ）片桐由起子（リプロ）片桐由起子（リプロ）、前村俊満（周産期）、前村俊満（周産期）、前村俊満（周産期）、前村俊満（周産期）

講講講講 師：師：師：師： 間崎和夫（腫瘍）、中熊正仁（内視鏡）間崎和夫（腫瘍）、中熊正仁（内視鏡）間崎和夫（腫瘍）、中熊正仁（内視鏡）間崎和夫（腫瘍）、中熊正仁（内視鏡）

助助助助 教：教：教：教： 青木千津（周産期）、宗青木千津（周産期）、宗青木千津（周産期）、宗青木千津（周産期）、宗 晶子（周産期・リプロ）晶子（周産期・リプロ）晶子（周産期・リプロ）晶子（周産期・リプロ）、釘宮剛城（腫瘍）、、釘宮剛城（腫瘍）、、釘宮剛城（腫瘍）、、釘宮剛城（腫瘍）、

土屋雄彦（内視鏡）、松江陽一（周産期・リプロ）、土屋雄彦（内視鏡）、松江陽一（周産期・リプロ）、土屋雄彦（内視鏡）、松江陽一（周産期・リプロ）、土屋雄彦（内視鏡）、松江陽一（周産期・リプロ）、大路斐子（周産期）大路斐子（周産期）大路斐子（周産期）大路斐子（周産期）、、、、

福田雄介（リプロ）、福田雄介（リプロ）、福田雄介（リプロ）、福田雄介（リプロ）、（（（（伊賀貴子）、玉置優子（周産期）伊賀貴子）、玉置優子（周産期）伊賀貴子）、玉置優子（周産期）伊賀貴子）、玉置優子（周産期）

シニアレジデント：シニアレジデント：シニアレジデント：シニアレジデント：高野博子（周産期）高野博子（周産期）高野博子（周産期）高野博子（周産期）

レジデント：レジデント：レジデント：レジデント：森山梓森山梓森山梓森山梓

後期研修医：上山怜、後期研修医：上山怜、後期研修医：上山怜、後期研修医：上山怜、高橋怜奈、高橋怜奈、高橋怜奈、高橋怜奈、上村有樹、上村有樹、上村有樹、上村有樹、島井和子、島井和子、島井和子、島井和子、長崎澄人、長崎澄人、長崎澄人、長崎澄人、松尾若菜松尾若菜松尾若菜松尾若菜

修錬医：修錬医：修錬医：修錬医：三枝美智子、横田貴子三枝美智子、横田貴子三枝美智子、横田貴子三枝美智子、横田貴子

男性：１２人、男性：１２人、男性：１２人、男性：１２人、女性１２人（女性１２人（女性１２人（女性１２人（1111人産休中）人産休中）人産休中）人産休中）
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（年間臨床実績）（年間臨床実績）（年間臨床実績）（年間臨床実績）

分娩数：約分娩数：約分娩数：約分娩数：約900900900900～～～～950950950950例例例例

腹腔鏡手術：約腹腔鏡手術：約腹腔鏡手術：約腹腔鏡手術：約400400400400～～～～450450450450例例例例

体外受精：約体外受精：約体外受精：約体外受精：約250250250250～～～～300300300300例例例例

※※※※ 大学病院としては、何れもトップクラス大学病院としては、何れもトップクラス大学病院としては、何れもトップクラス大学病院としては、何れもトップクラス

※※※※ 先輩諸氏のご理解ご指導のもと成り立っている先輩諸氏のご理解ご指導のもと成り立っている先輩諸氏のご理解ご指導のもと成り立っている先輩諸氏のご理解ご指導のもと成り立っている

※※※※ これからも高所大所から大森病院等、ご指導これからも高所大所から大森病院等、ご指導これからも高所大所から大森病院等、ご指導これからも高所大所から大森病院等、ご指導

よろしくお願い申し上げますよろしくお願い申し上げますよろしくお願い申し上げますよろしくお願い申し上げます
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謝謝謝謝 辞辞辞辞

本講演の機会を与えてい本講演の機会を与えてい本講演の機会を与えてい本講演の機会を与えてい

ただきました舳松ただきました舳松ただきました舳松ただきました舳松 洋会長洋会長洋会長洋会長

並びに平井寛則先生先生並びに平井寛則先生先生並びに平井寛則先生先生並びに平井寛則先生先生

及び東邦会の関係各位に及び東邦会の関係各位に及び東邦会の関係各位に及び東邦会の関係各位に

衷心より深謝申し上げます衷心より深謝申し上げます衷心より深謝申し上げます衷心より深謝申し上げます


